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造 園 と 自 然 と 環 境 と

  （ 一 社 ） 日 本 造 園 建 設 業 協 会 理 事 　
㈱昭和造園土木代表取締役   坂上 信明

日本庭園は、平安時代の朝廷文化から
始まり室町時代には作庭技術が確立さ
れ、神社、仏閣等各方面で室町庭園文
化が花開き安土桃山時代を経て江戸時
代の大名庭園と引き継がれていきま
す。
　日本の三名園の水戸の偕楽園、金沢
の兼六園、岡山の後楽園は代表的な大
名庭園であり、この他にも各地に数多
くあると思います。
　庭園とは別に我々の関係する処で江
戸時代には、街道が整備され宿場町が
でき人々の往来が頻繁になると街道の
両側に一里ごとに土を盛りエノキ、松
等を植え付け里程目標とした一里塚、
現在の街路樹とは用途は違いますが、
旅人の安心、安全を守りやすらぎを与
える環境整備ではないでしょうか。

◆
　今、日本は世界で最も自然災害が多
い国と言われています。
　しかし日本人は古来より今日に至る
まで自然界の営みの中で知恵を絞り生
活を育んできました。
　時には自然の驚異に苦しみ一方では
自然の恩恵に施され何千年にも渡り引
き継がれてきました。

◆
　自然との関わりの深い造園業も自然
素材だけでは限界があり二次製品の活
用も含めて自然といかに向き合うの
か、環境への配慮はどうあるべきか会
員の皆様と知恵を絞り、造園業界発展
の為になにを成すべきか考えて見たい
と思います。

　二十一世紀は環境の世紀と言われて
二十年、当時は選挙のたびに各候補者
は二酸化炭素の削減と緑化推進を訴え
ていました。
　我々造園業界も緑が増えると期待を
した時期もありましたが残念ながらそ
うはなりませんでした。
　しかし、日本及び世界の各地で地球
温暖化に寄る自然災害が頻繁に起き自
然環境が破壊されている現状がありま
す。また、海洋プラスチックゴミに
寄り生態系にも悪い影響が出ていま
す。加えて人為的な破壊も加速され、
二十一世紀は自然環境悪化の世紀にな
りつつあります。
　このままで地球は大丈夫でしょう
か。日本人は古代より自然を敬い、自
然との調和を大切にして文化を育んで
きました。

◆
　日本文明は、世界の四大文明のいず
れにも属さない独自の文明を築いたと
言われています。人類の奇跡と言われ
ている一万年もの長きに渡る縄文時代
も自然との共存共栄、調和でした。
　日本人の八百万の神々は地域での異
なりはありますが山、海、川、樹木、
岩石等々自然界に寄るものが数多くあ
ります。

◆
　こうした神々が四季の折々に姿を変
える事で人々は畏敬の念を抱くように
なったのではないでしょうか。
　我々の造園も自然と深い関わりがあ
ります。自然を模した景観を創造する

　令和 3 年度都市局概算要求の基本方
針は、激甚化・頻発化する自然災害への
対応や人口減少高齢化のもとで持続可能
で魅力あるまちづくりが喫緊の課題であ
るとの認識のもと、主要事項に次の６つ
の事項を提示した。
　1. 防災・減災を主流化したコンパク
トシティの更なる推進では、安全でコン
パクトなまちづくりに向けて、“ 防災指
針 ” 等に基づき、災害ハザードエリアか
らの移転や居住エリアの安全性強化、避
難場所の確保等を総合的に推進。「グリー
ンインフラ活用型都市構築支援事業」で、
流域治水等に対応したグリーンインフラ
への支援を強化し、「都市公園防災事業」

「都市公園・緑地等事業」で、多様な災
害に対応した安全・安心な避難地等とな
る公園・広場の整備・老朽化対策、避難
場所の整備・機能強化等を行う。
　2. コンパクトでゆとりとにぎわいあ
るウォーカブル空間の創出では、都市・
居住機能が集積するまちなかにおいて、
既存ストックの改変による「居心地が良
く歩きたくなる」空間（ウォーカブル空
間）を形成し、官民によるゆとりとにぎ
わいの創出に取り組む。公園緑地の整備
等によるオープンスペースの充実では、
新型コロナウイルス感染症拡大を契機に
量的な不足等の課題が改めて顕在化した

公園、広場、緑地等のオープンスペース
の充実と柔軟で多様な活用を推進する。
　3. スマートシティの社会実装の加速
では、「スマートシティ」の社会実装の
加速に向けた取り組みを推進。4. 都市
の国際競争力の強化では、拠点における
重要インフラ整備への支援等を行う。
　5. 都市分野の海外展開では、日本企
業の海外展開促進のため、荒廃した海外
の日本庭園を修復し、対日理解の促進や
造園緑化技術、文化を対外発信。2022
年のアルメーレ国際園芸博覧会は、農水
省と連携して出展。2027年に予定の“横
浜花博 ” の博覧会国際事務局（BIE）認
定に向けた対応を図る。６．首里城復元
や自然災害からの復旧・復興では、令和
８年の正殿の復元に向けた対応を図る。
　新規・拡充要求等では、「防災公園や
グリーンインフラによる災害対応力の強
化」として、公園緑地の防災・減災効果
を強化。「公園の老朽化・バリアフリー
化対策」として、老朽化の著しい公園施
設の改修等を緊急的に実施し、予防保全
型管理への移行を推進。「官民連携によ
るウォーカブル空間の形成」として、「居
心地が良く歩きたくなる」空間の形成を
推進する。
　また、都市生活にゆとりや潤いをもた
らす公園等のオープンスペースが、良好

概算要求 3,233 億円に
　国土交通省の令和 3 年度予算概算要求は、国費総額 5 兆 9,617 億円（対前年度比
1.01 倍）となった。都市局関係では事業費 3,233 億円（1.04 倍）、国費 1,261 億円

（1.00 倍）で、国営公園等が事業費 343 億円（1.01 倍）、国費 290 億円（1.00 倍）、
市街地整備が事業費 2,821 億円（1.05 倍）、国費 937 億円（1.00 倍）となった。

令和３年度 国交省都市局関係

コンパクトでゆとりとにぎわいあるウォーカブルなまちのイメージ

な住環境・ビジネス環境の形成に不可欠
で、新型コロナウイルス感染症拡大を契
機に貴重な屋外空間として価値が再認識
される中、「公園緑地の整備等によるオー
プンスペースの充実」として、ゆとりの
ある屋外空間として一体的に利活用する
ため、感染症対策のモデルとなる都市公
園などとそれらをつなぐ広場等の整備・
充実を支援するため、「オープンスペース
ネットワーク創出支援事業」を創設する。

　そのほか、税制改正要望事項では、「市
民緑地認定制度における課税標準の特例
措置の拡充・延長」で、都市にゆとりや
うるおいをもたらす緑とオープンスペー
スの充実を図るため、緑地保全・緑化推
進法人に加え、都市再生推進法人が整備・
公開した認定市民緑地に対し、特例を措
置し、固定資産税・都市計画税の３年間
課税標準を一定割合に軽減することなど
を要望した。

優秀施工者国土交通大臣顕彰
「建設マスター」日造協から６氏 受賞
　優秀な技能・技術を持ち、後進の指導・
育成等に多大な貢献をした優秀施工者

（建設マスター）455 名と今後さらなる
活躍が期待される青年優秀施工者（建設
ジュニアマスター）109 名の国土交通大
臣顕彰受賞者が10月2日に発表された。
　日造協からは、優秀施工者国土交通大
臣顕彰（建設マスター）に、福島英二氏・
㈱清香園（埼玉県）、児島宏紀氏・児島
造園（和歌山県）、吉開浩治氏・㈱フクユー
緑地（福岡県）、竹下一成氏・㈱光林緑
化（鹿児島県）の 4 氏が受賞した。

　また、青年優秀施工者土地・建設産業
局長顕彰（建設ジュニアマスター）には、
畑中雅厘子氏・㈱井内屋種苗園（和歌山
県）、園田宜伯氏・㈱光林緑化（鹿児島県）
の 2 人が受賞した。
　なお、優秀施工者顕彰と青年優秀施工
者顕彰の要件は、前者が建設現場業務期
間 20 年以上、40 歳以上 60 歳以下。後
者が10年以上、39歳以下となっている。
　例年の式典は、新型コロナウイルスの
感染拡大防止から開催は中止された。
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学校教育に対する造園の役割
（公社）日本造園学会理事 、長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科 教授　渡辺 貴史

　筆者は、昨年度からはじまった、長
崎県の「景観教育事業」に関わってい
る。
　同事業は、学校・社会教育の場にお
いて、生まれ育った地域への愛着を育
ませるため、景観を題材とした教育を
行って頂くよう、教育の進め方を示し
た手引きや教材を作成するものであ
る。

◇
　同事業は、これまでの長崎県の景観
形成に係る取り組みの検証にもとづ
き、新たに作り出された。すなわち今
後は、景観そのものに対する取り組み
にくわえて、今ある景観を守り・活用
できる人材を育成する取り組みにも力

を入れる必要である。
　移行した背景には、高校・大学卒業
後にその多くが県外に出ることによる、
全国でも有数の人口減少がある。
　委員会では、地域にとどまる、ある
いは地域にもどるきっかけとなる地域
への愛着を育む景観教育のあり方が協
議されている。

◇
　景観を題材とした教育を行う際には、
地域の景観をよく知らない教職員をサ
ポートする人・組織の協力が欠かせな
い。
　社会と連携した教育は、2016 年 12
月の「中央教育審議会答申」において 
“ よりよい学校教育を通じてよい社会を

創る ” という目標を学校と社会が共有
し連携・協働しながら、新しい時代に
求める資質・能力を子供たちに育む「社
会に開かれた教育課程」が示されてい
る通り、今の教育に必要不可欠なもの
であり、すでに「総合的な学習の時間」
等において実践されている。

◇
　造園分野の人・組織は、日々、人と
土地の間にある関係の読み取りにもと
づく地域らしい景観づくりに関わる実
務・学術に取り組んでいる点から、景
観を題材とした「社会に開かれた教育
課程」の重要な担い手といえるだろう。
　学校教育に対しては、学術とともに
実務においても、本誌 1 月号の座談会
にて紹介されている通り、多くの方が
関わっておられるようである。
　今後も、学校教育の充実、造園分野

の発展、そして持続可能な地域の形成
のためにも、教育への関与を継続し深
めることが求められる。

◇
　学会では、2019 年 5 月に、今後の
造園分野の発展に不可欠な産官学民の
諸団体等の連携の必要性が高まってい
るとの認識にもとづき、社会連携委員
会が設立された。
　また本誌では、社会連携に関わる情
報を交換・共有する場として、「社会連
携の最前線から」という連載が始めら
れている。
　学校教育における実践を「社会連携
の最前線から」等により発信すること
は、分野の発展に寄与するものと考え
られる。皆様におかれましては、各種
媒体による発信をご検討頂けると幸甚
である。

　日造協では、造園工事の実態にあわせ
た研修会等を実施している。
　今回は四国総支部内で愛媛県、高知県、
香川県（徳島県からも参加）の 3 会場
で合計 74 名、長野県で 32 名の受講者
を対象として、ロープ高所作業とフル
ハーネス型墜落制止用器具の特別教育を
開催した。実施にあたっては、2 つの特
別教育を同時に開催することで重複する
内容を省略することができるため、時間
的にも内容的にも効率的なプログラムを
組み立てることができ、学科と実技をそ
れぞれ 1 日ずつ集中させて行った。
　今回の講習では、「造園用フルハーネ
ス型墜落制止用器具」を使用し、造園で
の高所作業の特徴である高木剪定や枝下
しなどで活用されているツリークライ
ム、ワークポジショニング作業に伴う U
字吊りランヤードの装着も含めた多様な
作業姿勢に対応できるような内容として
いる。

労働安全衛生法による特別教育

　労働安全衛生法第５９条第３項で、「事
業者は、危険又は有害な業務に労働者を
つかせるときは、その業務に関する安全
又は衛生のための特別の教育を行わなけ
ればならない。」とされており、特別教
育を必要とする業務は労働安全衛生規則
第 36 条に規定されている 49 業務があ
る。
　そのうち特に造園に関係するものとし
ては、本稿で取り上げる高さ 2 ｍ以上
で作業床の設置が困難なところでロープ
により身体を保持して行う作業とフル
ハーネス型墜落制止用器具を用いて行う
作業の他に、チエーンソーを用いて行う
立木の伐木、最大荷重 1 トン未満のショ
ベルローダー、不整地運搬車の運転、作
業床の高さが 10 ｍ未満の高所作業車、
つり上げ荷重が 1 トン未満の移動式ク
レーンの運転、玉掛けの業務などとが含

まれている。
　特別教育は、企業内、企業外で行う方
法があり、労働者がその業務に従事する
場合の労働災害の防止を図るものである
ため、事業者の責任において、実施され
なければならないものである。
　労働者が特別教育を受けている時間は
労働時間となるので、所定労働時間内に
行うのが原則である。また、企業外で行
う場合の講習会費や旅費なども事業者が
負担するものである。
　事業者は、特別教育を行ったときは、
受講者や科目などについて記録を作成
し、３年間保存しなければならない。
特別教育の具体的な内容は、安全衛生特
別教育規程などにおいて、厚生労働大臣
が科目や時間を定めている。

ロープ高所作業

　ロープ高所作業特別教育が必要な業務
は、安衛則 36 条の 40 で規定され、「高
さが 2 ｍ以上の箇所であって作業床を
設けることが困難なところにおいて、昇
降器具を用いて労働者が当該昇降器具に
より身体を保持しつつ行う作業に係る業
務」である。
　「昇降器具」とは、労働者自らの操作
により上昇又は下降するための器具で
あって、作業箇所の上方にある支持物に
ロープを緊結してつり下げ、当該ロープ
に労働者の身体を保持するための器具

（身体保持器具）を取り付けたものをい
い、40 度以上の斜面における作業も含
まれるので、法面の吹付や維持管理など
でも必要となる場合がある。
　法面の場合は法肩部にロープを緊結す
るためのアンカーやパイプを設置するこ
とが可能であるが、高木の枝下しや剪定
などの場合には、作業箇所の上方にロー
プを緊結する支持物が無いため、実際の
作業環境にあわせた教育内容が必要と
なってくる。

　日造協で実施する場合には、ツリーク
ライムによる作業を想定し、作業する方
の体重と装備を合わせた質量を十分に支
持できる丈夫な枝の選定、確認方法や
ロープの掛け方、枝や幹から下したロー
プの実践的な結束方法などを含めた内容
としている。（表１）
　ロープ高所作業の特別教育の内容とし
て、現場の状況調査や作業現場への移動
に伴う危険を防止するための作業計画の
策定や、労働災害を防止するための措置
として労働災害発生時の措置も含まれて
いることが特筆すべき事項である。

フルハーネス型墜落制止用器具

　2019 年 2 月 1 日の法令改正により、
墜落制止用器具はフルハーネス型の使用
が原則となり、高さ 6.75 ｍ以上の個所
では高所作業車のバスケット内であって
もフルハーネス型墜落制止用器具の使用
が義務付けられた。旧規格に適合した安
全帯は 2022 年 1 月 1 日までの間は墜
落制止用器具のとみなされ使用可能であ
る。
　また、幹や枝にランヤードを回し掛け
して作業姿勢を確保するために行うワー

クポジショニング用の U 字吊り用胴ベ
ルトは墜落制止用器具には含まれないこ
ととなっている。
　ただし、立木上での作業で、墜落制止
用器具の使用が著しく困難な場合（フッ
クがかけられない場合など）には、墜落
制止用器具の使用に替わる措置として、
U 字つり用胴ベルト及び保護帽の使用な
どにより、墜落による労働災害の防止措
置を行う必要があるとされている。
　フルハーネス型墜落制止用器具の特
別教育が必要な業務は、安衛則 36 条の
41 で規定され、「高さが 2 メートル以
上の箇所であって作業床を設けることが
困難なところにおいて、墜落制止用器具
のうちフルハーネス型のものを用いて行
う作業に係る業務」であり、ロープ高所
作業は除かれる。（表２）
参考 URL
安全帯が墜落制止用器具に変わります（リーフレット）https://www.
mhlw.go.jp/content/11302000/000473567.pdf
墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン
https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11302000-
Roudoukijunkyokuanzeneiseibu-Anzenka/0000212917.pdf
落制止用器具に係る質疑応答集（令和元年８月28日更新）https://
www.mhlw.go.jp/content/11302000/000540770.pdf
墜落制止用器具の規格 https://www.mhlw.go.jp/web/
t_doc?dataId=74ab6770&dataType=0&pageNo=1

表１　ロープ高所作業の特別教育の内容
教育科目 内容 時間

学
科
教
育

ロープ高所作業に関する知識 ロープ高所作業の方法 1

メインロープ等に関する知識
メインロープ等の種類、構造、強度及び取扱い方法
メインロープ等の点検及び整備の方法

１

労働災害の防止に関する知識
墜落による労働災害の防止のための措置　
墜落制止用器具及び保護帽の使用方法並びに保守点検の方法

１

関係法令 法、令及び安衛則中の関係条項 １
実
技
教
育

ロープ高所作業の方法、墜
落による労働災害の防止の
ための措置並びに墜落制止
用器具及び保護帽の取扱い

ロープ高所作業の方法　
墜落による労働災害の防止のための措置　
墜落制止用器具及び保護帽の取扱い

２

メインロープ等の点検 メインロープ等の点検及び整備の方法 1

表２　特別教育の内容
教育科目 内容 時間

学
科
教
育

作業に関する知識 作業に用いる設備の種類、構造及び取扱い方法作業に用
いる設備の点検及び整備の方法作業の方法 1

墜落制止用器具（フルハー
ネス型のものに限る。）に
関する知識

墜落制止用器具のフルハーネス及びランヤードの種類及
び構造　墜落制止用器具のフルハーネスの装着の方法　
墜落制止用器具のランヤードの取付け設備等への取付け
方法及び選定方法　墜落制止用器具の点検及び整備の方
法　墜落制止用器具の関連器具の使用方法

2

労働災害の防止に関する知識

墜落による労働災害の防止のための措置落下物による危
険防止のための措置　感電防止のための措置　保護帽の
使用方法及び保守点検の方法　事故発生時の措置　その
他作業に伴う災害及びその防止方法

１

関係法令 法、令及び安衛則中の関係条項 0.5
実
技
教
育

墜落制止用器具の使用方法等
墜落制止用器具のフルハーネスの装着の方法　墜落制止用器具
のランヤードの取付け設備等への取付け方法　墜落による労働
災害防止のための措置　墜落制止用器具の点検及び整備の方法

１

************* 情報提供【造園用フルハーネス型墜落制止用器具の販売】****
★日造協では、技術委員会安全部会を中心に労働安全衛生規則の改正に伴い造園
作業に適したフルハーネス型墜落制止用器具を企画してきました。
　この度、日造協会員の群馬庚申園㈱様から「造園用フルハーネス型墜落制止用
器具」を会員の皆様へ特別価格で提供とのご案内がありました。

ご希望の方は URL（http://shop.kousinen.com/）よりお申し込みください。

ロープ高所作業とフルハーネス特別教育の実施
（一社）日本造園建設業協会 技術・調査部長 野村 徹郎

ロープ高所作業とフルハーネス特別教育の様子
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日造協 各委員会・部会紹介令和 2、3 年度
【 特 集 】

令和 2、3 年度の日造協　各委員会・部会を 8 月号（557 号）より数回に分けてご紹介します。表の◎委員長・部会長、○副委員長、※理事

資格制度委員会
資格制度企画部会

氏　名 所　属 支部
◎卯之原　昇 ㈱昭和造園 東京
　吉村　長泰 ㈱吉村造園 東京
　髙石　正弘 ㈱髙石造園土木 京都
　鈴木　義人 ㈱柳島寿々喜園 東京
　中村　秀樹 内山緑地建設㈱ 東京

資格制度委員会
氏　名 所　属 支部

◎卯之原　昇 ㈱昭和造園 東京
◯髙石　正弘 ㈱髙石造園土木 京都
◯川津　潔 ㈱大山 大分
◯吉村　長泰 ㈱吉村造園 東京
◯鈴木　義人 ㈱柳島寿々喜園 東京

氏　名 所　属 支部
◯中村　秀樹 内山緑地建設㈱ 東京
※米内　吉榮 ㈱米内造園 岩手
　喜多　伸行 横浜植木㈱ 北海道支店 北海道
　武田　定修 ㈱出羽園 山形
　依田　忠 山梨ガーデン㈱ 山梨
　伊藤　志朗 ㈱飛鳥ガーデン 富山
　大島　健資 大島造園土木㈱ 愛知
　福島　慶一 ㈱有斐園 広島
　稲富　俊広 ㈲稲富造園 徳島
　仲村　弘喜 ㈲ナカムラ造園土木 沖縄

委員長　卯之原 昇

　委員会は５部会に
て、資格の認定、資
格の普及及び活用

（街路樹剪定士、植
栽基盤診断士、登録造園基幹技能者）と
造園に係る資格（CPD、建設キャリアアッ
プシステム）について実施計画、改善、

活用等について進めてまいります。
今期は、コロナ禍の中、資格試験や講習
会が中止や延期となり、今後の試験・認
定の実施方法の見直し、対応について検

討していきます。また、新規資格の「公
園・緑地樹木管理士」について、早期の
資格化に向け取り組みますので宜しくお
願いします。

した。
　人材育成部会の協力のもと、計画的な
職長教育講習会の開催をして、会員各社
の登録造園基幹技能者資格取得率の強化
につなげたいと思います。

　街路樹剪定士制度部会では、街路樹に
関する知識及び技術の向上・指導員講師
の育成強化、そして街路樹剪定士の普及
など資格制度に係る検討課題に取り組ん
でいます。
　この制度が益々広く社会に認知される

街路樹剪定士
制度部会

部会長　吉村 長泰

街路樹剪定士制度部会
氏　名 所　属 支部

◎吉村　長泰 ㈱吉村造園 東京
氏　名 所　属 支部

　大場　淳一 ㈱大場造園 東京
　卯之原　昇 ㈱昭和造園 東京
　吉村　知泰 ㈱吉村造園 東京
　大場　二郎 ㈱大場造園 東京
　竹嶋　正實 関東・甲信総支部事務局 ー

と共に、美しい街路樹を目指して努めて
参ります。

　今年度より、登録造園基幹技能者講習
の受講資格の一部が、１級造園施工管理
技士の資格でも受験できるようなり、建
設キャリアアップシステムにおいて最高
位のゴールドカードが取得可能となりま

登録造園基幹技能
者制度部会

部会長　鈴木 義人

登録造園基幹技能者制度部会
氏　名 所　属 支部

◎鈴木　義人 ㈱柳島寿々喜園 東京
　大木　厚男 ㈱石勝エクステリア 東京
　片岡　成文 ㈱双葉造園 高知

　新規制度等部会は、公園・緑地樹木の
管理、育成、点検等に関わる新規資格制
度の設立を目標に取り組んでまいりま
す。
　会員各社の皆様からのご意見を集約し
つつ、皆様にご活用頂ける新規資格を目

新規制度等部会
部会長　中村 秀樹

新規制度等部会
氏　名 所　属 支部

◎中村　秀樹 内山緑地建設㈱ 東京
　林　　和人 林造園土木㈱ 千葉
　鈴木　義人 ㈱柳島寿々喜園 東京

　残念ながら今年度の試験開催は中止と
なりましたが、「植栽基盤診断士」がま
すます造園としての技術的信頼度を高め
仕事の領域拡大につながっていくよう、
また次年度以降もスムーズな運営が行え

植栽基盤診断士
制度部会

部会長　髙石 正弘

植栽基盤診断士制度部会
氏　名 所　属 支部

◎髙石　正弘 ㈱髙石造園土木 京都
　石出慎一郎 東洋緑化㈱ 宮城
　間庭　直行 ㈱昭和造園 東京
　荻野　淳司 アゴラ造園㈱ 東京

　国際事業推進部会では、海外の園芸博
覧会及び緑化先進地、インバウンド需要
増に繋がる事例地、等の視察研修を企画
立案します。また、海外での事業展開に
向けての情報収集とその提供を行い、会
員の皆様の今後の計画・実践の支援を

国際事業推進部会
部会長　藤田　良司

国際事業推進部会
氏　名 所　属 支部

◎藤田　良司 ㈱九州造園 福岡
　嘉屋　幸浩 ㈱園建 北海道
　中村敬太郎 前橋園芸㈱ 群馬

氏　名 所　属 支部
　清水　遠 西武造園㈱ 東京
　関根　武 内山緑地建設㈱ 東京
　磯部　久人 グリーン産業㈱ 新潟
　多々良健司 ㈱多々良造園 山口
　我謝　修 ㈱丸和グリーンサービス 沖縄

国際委員会
国際企画部会

氏　名 所　属 支部
◎山田　拓広 花豊造園㈱ 京都
　藤田　良司 ㈱九州造園 福岡
　松本　朗 ㈱富士植木 東京
　當内　匡 ㈱庭樹園 大阪

国際委員会
氏　名 所　属 支部

◎山田　拓広 花豊造園㈱ 京都
◯磯部　久人 グリーン産業㈱ 新潟
◯多々良健司 ㈱多々良造園 山口
◯藤田　良司 ㈱九州造園 福岡
◯松本　朗 ㈱富士植木 東京
◯當内　匡 ㈱庭樹園 大阪

氏　名 所　属 支部
※久郷　愼治 ㈱久郷一樹園 富山
　嘉屋　幸浩 ㈱園建 北海道
　佐藤　康之 ㈱仙北造園 岩手
　田口　英明 田口園芸㈱ 神奈川
　大島　健資 大島造園土木㈱ 愛知
　宮崎　隆史 四国緑化産業㈱ 香川
　森根　清昭 ㈲海邦造園 沖縄
　中村敬太郎 前橋園芸㈱ 群馬
　清水　遠 西武造園㈱ 東京
　関根　武 内山緑地建設㈱ 東京
　松村　一 松村園芸㈱ 東京

委員長　山田 拓広

　造園の魅力は、一
つにはどのような場
合にも人の心にやす
らぎを与えてくれる
ことにあるのではな
いでしょうか。
　目まぐるしく状況

が変化する中、私たちは日本の先進的な
都市緑化事業、伝統ある庭園文化などを

世界に発信するとともに、海外からも情
報を収集して、自らの事業指針に役立て
ていくことも大切になると考えます。
　国際委員会では国際的な技術力向上、
持続可能な発展をめざし、近年増えてき

たこれら事項について各部会が連携して
対応し、より充実した活動が行えるよう
努めてまいります。

　国際的な往来が困難になる中ですが、
これまで海外で作られてきた日本庭園を
再生し、現地で日本の魅力を発信するこ
とは、これからとても大切になるのでは
ないでしょうか。
　日本文化への理解促進、国際友好親善

海外日本庭園
保全・再生部会

部会長　松本　朗

海外日本庭園保全・再生部会
氏　名 所　属 支部

◎松本　朗 ㈱富士植木 東京
氏　名 所　属 支部

　佐藤　康之 ㈱仙北造園 岩手
　松村　一 松村園芸㈱ 東京
　久郷　愼治 ㈱久郷一樹園 富山
　宮崎　隆史 四国緑化産業㈱ 香川

　AIPH 部会では、AIPH（国際園芸家協会）
総会や会議に参加し、花博やグリーンシ
ティなどの情報収集や発信を行っていま
す。
　国内で開催予定の花博のサポートも
行ってまいります。国内の関連団体が主

AIPH 部会
部会長　當内　匡

AIPH 部会
氏　名 所　属 支部

◎當内　匡 ㈱庭樹園 大阪
　田口　英明 田口園芸㈱ 神奈川

氏　名 所　属 支部
　清水　遠 西武造園㈱ 東京
　大島　健資 大島造園土木㈱ 愛知
　山田　拓広 花豊造園㈱ 京都
　和田　新也 箱根植木㈱ 東京催する国際的プロジェクトについても協

力し支援をいたします。

行ってまいります。

等の目的をこれからもしっかりと果たせ
るよう、事業を進めてまいります。

るよう、他の資格制度部会と連携しなが
ら制度の開催・普及・改善・運営効率化
に努めて参ります。

指し、取り纏めていきますので、皆様の
ご支援・ご協力をお願い致します。
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　我々の活動拠点である米
子市は豊富な自然と歴史を
持った鳥取県西部の小さな
町。その中で僕のとってお
きをご紹介します。

◇
　中海に面した湊山の頂上
にはかつて山陰随一の名城
と称された壮麗な城があり
ました。
　今では石垣が往時の余韻
を残すのみですが、ここか
ら眼下に広がる米子市街と
中海。その先には島根半島
から日本海、そして東には
大山を最高峰とする中国山
地のなだらかな稜線まで眺
望できる大パノラマ「米子
城跡」です。

◇
　そこで僕は植木屋。やは
りここに植生する木が気に
なります。
　この森は常緑広葉樹が林
冠を覆う極相林ですが、そ

の中でなぜか地域的に分布の少ないカゴ
ノキが優占しており、これには印象的な

編集後記　1971 年日造協設立活動開始。72 造園工事業誕生。対象技術者 74 年造園技能士・75 年造園施
工管理技士誕生。委員会設置・機関紙発刊。80 年優良工事表彰創設（現公園協移管）。81 年植樹保険創設。
85 年建設業法改正で広場・園路工事追加と修景・休養・遊戯・便益各施設含有を明確化…。これから 2021
年日造協創立 50 年。25 年大阪万博・27 年横浜花博　全会員で頑張りましょう。

鳥
取
県

大
パ
ノ
ラ
マ
広
が
る
米
子
城
跡

　
戦
国
の
樹
木
を
巡
る
物
語

米子城跡の風景

須山醤油の
「大山むらさき」

お話があります。
◇

　米子城は吉川広家が戦国末期に築城を
始めたのですが、その際親交の深かった
九州の黒田長政からの贈り物の一つにこ
のカゴノキがあり、植樹したところ孤立
林に近い森林形態を持つこの森で優占種
となっていったというもの。
　文献も何もない口伝なのですが、戦国
の男達の樹木を巡るチョットした物語に
僕は想いを馳せるのです。

◇
　そして米子市には豊かな自然が生み出
す山海の幸をはじめ美味しいものが沢山
あります。
　その中でも眼前に広がる日本海で獲れ
た新鮮な魚は旬の物をお刺身でいただく

のが贅沢です。
　その時なくてはならない名脇役が創
業 130 年の老舗、須山醤油の「大山む
らさき」。どの世界でも主役が輝くかど
うかは脇役次第。多くを語りますまい。
最高ですよ。（須山醤油㈱　http://www.
suyamashoyu.com/）
　どうぞわれらが郷土お見知りおきくだ
さいませ。

大塚 俊輔（㈱ナガトウ建設）

事務局の動き
【9 月】
  1 ㈫・広報活動部会【web】	
  3 ㈭・運営会議【一部 web】
        ・技能五輪造園競技委員会【web】
  9 ㈬・資格制度委員会【web】
23 ㈬・地域リーダーズ会議【web】
30 ㈬・造園領域発展戦略委員会・戦略立案部会合同
　　　  会議【web】
        ・建専連理事会

【10 月】
  6 ㈫・広報活動部会【web】
  7 ㈬・全国造園デザインコンクール等推進部会

【web】
        ・安全部会【web】
  8 ㈭・戦略立案部会【web】
  9 ㈮・技能グランプリ　造園競技委員会【web】
13 ㈫・街路樹剪定士制度部会【web】
14 ㈬・女性活躍推進部会【web】
        ・グリーンインフラ官民プラットホーム技術部  

           会幹事会
21 ㈬・街路樹剪定士認定委員会【web】
28 ㈬・「ひろげよう　育てよう　みどりの都市」
　　　　全国大会
30 ㈮・第 1 回横浜国際園芸博覧会具体化検討会

 委員会等の活動

●広報活動部会【web】
　9/1　日造協ニュース 9 ～ 12 月号の内容等につ
いて審議
●資格制度委員会　【web】
　9/9　各部会の進捗状況と事業計画について審議

●地域リーダーズ　オンライン会議【web】
　9/23　第 2 回勉強会 ( 中部会議 ) の内容及び第
3 回の開催について検討

●造園領域発展戦略委員会・戦略立案部会合同会議
【web】　

　9/30　各部会の事業計画、日造協 50 周年記念事
業について審議

　　

あ ち ゃ ん
の 喜 ぶ 姿
が 目 に 浮
かびます。

◇
　 次 に 玄
関に合う小さなミラーを作成しました。ス
テンドグラスはガラスパーツ選びも楽し
いですし、簡単なものであればその場で持
ち帰れるのも気に入っています。ステンド
グラスミラーで毎朝の身だしなみチェッ
クをして、家族にも愛着のある一品として
気に入ってもらいたいと思っています。
　日々忙しい毎日ですが、子ども達と行動
をともにするという時間は非常に貴重で
かけがえのないものだと改めて感じまし
た。子ども達もおじいちゃん、おばあちゃ
んに贈るプレゼントなので一生懸命思い
を込めて作る為表情は真剣そのものでし
た。
　世界に一つだけの作品たちと我が子達
に癒される毎日です。さて次は何を作ろう
かなぁ…

　私の住んでいる地域や会社の
所在地は、緑豊かな山々に囲ま
れたところです。
　近所のお友達が自宅で営んで
いる身体に優しいお菓子工房に、
時々お邪魔しては子どものこと
やお家のことなどおしゃべりし
ていました。ふと、天井を見上
げると素敵なステンドグラスの
ランプがあり一目ぼれして、今
度引っ越しする新居用に作成し
てもらうことにしました。そこ
から、ステンドグラスの魅力に
ひかれ作ってみたいと思うよう
になりました。元々飽き性でし
たがモノ作りは好きなほうで、
ビーズ教室や陶芸教室など通っ
ていた当時、時を忘れ没頭して
いたことを思い出しました。

◇
　そのお友達がステンドグラス
教室を開くというので、さっそく
参加しフォトフレームを作りま
した。一番の悩みどころのガラ
スパーツ選びにとにかく時間が

かかりました。ハンダゴ
テで接着するときのドキ
ドキ感は新鮮で夢中にな
れます。完成した時の達
成感はなんともいえませ
ん！

　子ども達にも経験してもらおうと思い
敬老の日のプレゼントを一緒に作成しま
した。ペン立てのガラスパーツ選びに時
間がかかったのは私だけでした。子ども
の直観力はとても優れていて素晴らしい
作品になりました。おじいちゃん、おば
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